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協働のまちづくりワークショップ 

協働のロケットスタート 

～地域の暮らしやすさと男女平等の視点～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時 ： 平成30年7月31日（火） 

午後1時30分～４時30分 

場 所 ： 西東京市防災センター６階 講座室２ 

主 催 ： 西東京市市民協働推進センターゆめこらぼ
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１．本事業の目的と概要  
 

 1.1 本事業の目的  
 

平成 27年度から「協働のまちづくりワークショップ」として、従来の「啓発の場」や「交流

の場」から一歩進められる「協働のきっかけの場」になるよう企画、開催している。 

多者（マルチステークホルダー）協働の推進・基盤づくりに向けて西東京市の市民活動団体、

行政、企業等の参加者がともに学び合い、協働のきっかけに結びつけることを目的とする。 

行政職員は、研修として参加し、市民活動団体や企業等の参加者とともに「協働」について学

び、互いの違いを理解し合い、協働の可能性に気付く機会とする。 

今年度は、男女平等参画の基本と協働による課題解決について学び、参加者それぞれが協働と

いう手法を用いて地域社会を豊かにするための可能性を知り、具体的な推進目標を持つことと

する。 

 

 1.2 開催概要  
 

日 時 平成30年７月31日（火）午後１時30分～４時30分 

場 所 防災センター 6階 講座室 

対 象 西東京市の市民活動団体、西東京市職員（職員研修） 

定 員 60名募集（市民30人 職員30人） 

 

 1.3 プログラム 
 

開会・主催者挨拶（午後１時30分～） 

西東京市協働コミュニティ課 課長  

西東京市市民協働推進センターゆめこらぼ センター長  

第1部 

講演 （午後１時45分～2時25分） 

「命と暮らしを守る協働」 

講師 減災と男女共同参画研修センター 共同代表 浅野
あ さ の

幸子
さ ち こ

氏 

  第２部 

ワークショップ（午後2時25分～3時5分） 

 説明とワークショップ 

コーディネーター：減災と男女共同参画研修センター 共同代表 浅野
あ さ の

幸子
さ ち こ

氏  

   休憩（午後3時20分～） 

発表 

 講評 

閉会（午後4時30分） 

 

1.4 参加者 
    

① 市民 37人（NPO 17人、企業5人、地域コミュニティ5人、中間支援3人、福祉法人6

人、学生1人） 

② 職員 29人（22課 29人  講演のみ参加1人、市外職員1人、見学のみ2人含む） 

 

１ 



２．講 演  
 

「命と暮らしを守る協働」 

  １．大規模災害時の被災の実態 

  ２．性別・立場別に異なる災害時の困難 

  ３．災害時の要配慮者支援を考えるワークショップ 

  ４．地域の防災力を高めるために  

  熊本地震での関連死は直接死の約4倍という大規模災害時の被災の実態、避難支援が必要だっ

た要配慮者などが置かれがちな状況、性別・立場による被災の違い（環境面の困難、安全面の困

難、家庭・社会生活面の困難）等について事実を知り、根本的に問題を解決していくために必要

なことについて考えた。 

 

３．ワークショップ 
  

災害時の要配慮者支援を考えるワークショップ 

・1グループは、市民と市職員が混在する5,6人で構成し、全12グループ。 

・避難所にいる下記の人たちの困ることを話し合い付箋に書いて貼る。 

・次に、必要な配慮・支援について話し合い付箋に書いて貼る。 

・最後に支援に役立つ知恵・資源・専門性を持つ人・団体を書き出す。 

・補足資料配布の説明 

・グループ内でのふりかえり（感想、今後できそうなこと、やってみたいこと等） 

・グループ発表 

 

ワークシート（模造紙） 

対象 困る事 資源 

目の悪い方   

耳の悪い方   

身体が不自由・車
いすの人 

  

糖尿病・高血圧・
嚥下障害の人 

  

喘息・食物アレル
ギー・アトピー性
皮膚炎 

  

乳幼児・子ども   

外国人   

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 



４．資料 
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5． アンケート結果 
総回答者数 56人（自由記述 抜粋） 

 

講演について 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークショップについて 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

防災についても含め、いろいろな話を聞くことが出来

て良かった。 

とてもわかりやすく、資料も今後の参考にもなる。 

ニュースで取り上げられないような現状を知れた。 

そもそも不足していた災害と避難所の実情について知

れたため。 

様々な方の立場に立って優先すべきことを明確にする

必要があると思いました。 

リーダー格の女性が少ないこと、女性の参加が必要な

のだと学んだ。 

話を聞くだけでなく、自分ごととして考えながら説明

をきくことができた。 

災害時の対応について、ジェンター、要支援者への視

点、気付きを得られました。 

全ての例が具体的だったので、必要なことがクリアに

なった。 

人権、ジェンダー視点を強調され、改めて認識する機

会となりよかった。 

ワークを通して、災害時について考える機会ができてよ

かった。 

日頃より想像する力、協働する力が大切だと感じた。 

行政職員と同じテーブルで意見交換ができて良かった

です。 

様々な立場の方とワークに取り組むことができて良か

ったです。 

困る事、資源を自分の視点で意見交換して、考えられた

こと。 

市の職員と市民、NPOが同じテーブルについて話し合い

ができた運営。 

講義とワークのバランスが良く、多くの事例を紹介して

頂き参考になりました。 

災害という非常事態でこそ、様々な立場の人の意見が重

要とわかったこと。 

ワークショップで考えながら講演の理解を深めること

ができた。 

みなさんが、真剣に考え、意見を出すことができた。 

進行がスムーズでとても分かりやすかったです。 

39

16

0 0

第２部ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟについて

39

15

0 0

第１部講演について


